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の自慢」です。例えば、今年も農業特区や地域通貨などのア

イデアがでていますが、これらは彼らが全て提案してくるも

のなのです。

ただ残念なことに、海士町において様々な環境が若い人た

ちの想いの発現を阻害していました。悪いことであると断言

することはできませんが議会、役場の古い人々などこれまで

の考えを踏襲する人々は、どうしても若い人々の急進的な考

えにはついていけなかった部分が多かったようです。しかし、

私は“時代は変わった”と考えています。ですから、彼らの

思いが実現し、“やる気力”を発揮できる場が欲しいと考え

たのです。

海士町では地元の牡蠣「春香」のブランド化をはじめ、

海士塩など、次々とまちおこしの施策を打ち出し、成果を収

めていらっしゃいます。そこにはリーダーのアイデア発想や

リーダーシップが大きな影響を与えたのではないかと考えら

れますが、どのようにまちおこしをリードされたのですか。

まず、海士町のまちおこしが私の力のみで成り立っ

ているとは考えないで下さい。どちらかといえば、ご指摘さ

れたようにこれだけ大きなまちおこしを起こすにはそれだけ

の力、まちの人の力がいります。私がしたことといえば、彼

らの力“やる気力”を呼びおこしたに過ぎません。

それでは、海士町にはこのような施策が行われる前か

らまちの人にそのような力があったということでしょうか。

そうです。ご存じの通り、海士町は急激なスピード

で人口減少と少子高齢化の時代に突入しつつあります。その

中にあって、この町を支える人々、特に若い人々には「今そ

こにある危機をどうにかしよう」という燃えるような思いが

ありました。この「思いの強さ」は今でも私の「まちの一番
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海士町の変革を支えている若い人の力をフル活用する

ための環境作り、そこで一番重要視した考え方はどこにある

のでしょうか。

まず、町役場を限りなく企業に近い存在として考え

ました。一言で言えば、「経営」概念の導入です。

例えば、役場では年功序列で階級が上があるため、若い人

たちの良い企画が通りづらい、という弊害がよくみられます。

しかしそういった考え方では、将来的に町が発展することは

できません。ですから、海士町では人事制度を抜本的に改革

しました。

現在、係長という新しいポストを作り、28歳の若者を抜擢

しています。町役場では、町長が経営者にたとえられますが、

課長は経営幹部、係長は幹部候補です。そこに28歳の若者を

抜擢する人事に対しては、内部はもちろん中央省庁から説明

を求められました。しかし私は人事制度こそ適材適所である

べきだと考えています。

また給料も、将来的な補助金のカットにあわせて、大幅に

削減しました。現在、三役（町長、助役、収入役）の給料は

50％カット、一般の職員でさえ16～30％のカットを行い、早

期退職の実施によって、平成17年度には２億2,000万円の人件

費削減効果（従来の人件費の約50％off）を実現し、健全財政

に近づけようとしています。

しかし、そのような環境を整えるためには、これまで

の人々、もしくは熱い思いをもっている人々からでさえ、反

発があったのではないでしょうか。

実はこういった痛みをともなう改革にそれほど大き

な反発はありませんでした。なぜか。それは、これらの改革

の多くが、職員の側から提案されてきたものだったからです。

お分かりのように、多くの改革、特に給与カットは、家庭を

もっている人々やこれから子供が大きくなる職員にとっては

非常に大きな負担を強いる改革になっています。ですから私

は、まず自分ができる範囲で改革を行い、それについてこら

れる人々がついてくればよいと考えていました。

改革の初年度、私は自分の給与カットを行いました。50％

ほどカットした私の給料は、現在年収350万円というところ

です。諸手当は、交通費の3,000円だけに削減しました。しか

しそこまでやって私の姿勢を見せていると、思いを抱いてい

る役場職員は自ら苦楽をともにする選択肢を選んでくれるの

です。

海士町を発展させるにあたって、海士町自身の潜在的

な魅力、そして熱い思いを持った多くの役場職員という要素

は非常に重要であったと思います。しかしそれと同様それら

二つを導き出した町長のリーダーシップ、特に「町への想い」、

そして「職員の想いを発現させるマネジメント力」もまた不

可欠な要素であったと考えられます。最後によろしければ町

長のリーダーシップの原点、そして今後の海士町のあるべき

姿についてお聞かせ下さい。

リーダーシップ、というかどうかは分かりませんが、

「町への想い」「マネジメント力」はそれぞれ別のところで身

に付いたと考えています。

まず「町への想い」ですがこれは私がまだ若い頃、海士町

の青年団に参加していたときに芽生えたものではないかと思

います。青年団といえば当時、町のことを想いながらも力を

もてあまし気味の若者が集う場でした。私の場合も、多くの

仲間と想いをぶつけあうことで、自分の中にあった「なんと
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かこの町を住みやすい町にしたい」という想いがここで確か

なものに変わっていったのではないかと考えています。

「マネジメント力」ですが、実はこの力は島の外で身に付い

たと考えています。私は若い頃は、島の郵便局で働いていた

のですが、電電公社がＮＴＴに変わる直前に島根県の松江に

転勤を命じられました。折しも民営化という荒波にもまれる

直前に松江という都市に移動し、仕事に携わったことで、現

在の力を身に付けられたのだと思います。

最後に海士町のあるべき姿についてですが、正直まだそこ

まで考えてはいません。しかし日本の中でオンリーワンとい

える魅力を持つ島にしていきたいです。そしてそれ以上に、

島に住む人が楽しく豊かに暮らし、ここに生まれてよかった、

と思える島にしていきたいですね。
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